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はじめに 
 
農林水産省の補助事業「平成 28 年度農作業安全総合対策推進事業」では、農

作業事故の防止に向け、これまで得られた農作業事故に関するリスク分析結果

をもとに、農業者それぞれの状況に応じた農作業安全のための効果的な取組が

できるよう農業者が有するリスクやその対策をまとめたもの（リスクカルテ）

を制作することとなっており、同事業の啓発資材・リスクカルテ制作検討委員

会（以下、検討委員会）の検討結果に基づき、検討委員会委員の皆様の監修を

経て「農作業安全リスクカルテ」（以下、リスクカルテ）を作成しました。 

リスクカルテは、素材集、解説書及び利用の手引き（本稿）から構成され、

農業現場において農作業安全の指導者となる方々が、現地講習等で使用する資

料を地域や生産者の特性に合わせて効率的に作成できることを念頭に置いて制

作したものです。 

普及指導員やＪＡ営農指導員をはじめ農作業安全アドバイザーの方々の日頃

の指導活動や研修会などの機会に、このリスクカルテを活用して農業者への安

全意識啓発を行っていただくことを期待しております。 

監修を頂きました検討委員会の委員の皆様方には、多くのご指導・ご助言を 

いただき、心から御礼申し上げます。 

また、リスクカルテの作成に当たっては、農林水産省のホームページ、一般

社団法人日本農村医学会、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構

農業技術革新工学研究センターなどのコンテンツを利用させていただきました。

ここに深甚の謝意を表します。 

リスクカルテによって、これまでにも増して効果的な安全講習などの啓発活

動が行われ、ひいては農作業事故の減少に貢献することを祈念いたします。 

 
 
 

一般社団法人 全国農業改良普及支援協会 
会長 坂野 雅敏 

一般社団法人 日本農業機械化協会 
会長 雨宮 宏司 

  



2 
 

Ⅰ 農作業安全リスクカルテについて 

１．素材集 
１）作成ソフトウェアと配布形態 

素材集は、Microsoft® PowerPoint® 2010 で作成し、内容のすべてをそ

のままでも、また自由にアレンジしても使うことができるよう、カード形

式の印刷版とＣＤ－ＲＯＭに収録したファイル版として配布します。 
 

２）内容 
素材集は、農作業安全の指導者の方が農業者を対象とした講習会等の啓

発活動資材として活用いただくために作成したもので、農作業事故で典型

的でかつ重要なリスクを取り上げた「共通編」、米・麦・大豆及び大規模畑

作・野菜作などに関するリスクを中心とした「土地利用型作物編」、それ以

外の経営部門に特有のリスクを集めた「果樹・畜産編」の３部構成として

います。 
各編とも、過去に行われた事故調査等の結果に基づく事故の形態分類を

行いつつ、具体的なチェックリストを示して、それぞれのチェックリスト

ごとに、事故事例及び改善のポイント等を簡潔に写真やイラストを用いて

カードの表裏に配置しています。具体的なコンテンツを表１に示します。 
 

表１ リスクカルテ素材集のコンテンツ 

共通編 
Ⅰ 乗用トラクター １．道路の評価（作業環境） 

２．車両の評価（機械） 
３．運転者の評価（作業者） 

Ⅱ 刈払機 
 

１．作業環境 
２．機械 
３．作業者 

Ⅲ 歩行用トラクター（耕うん機）  
Ⅳ 高所作業（脚立・ハシゴ） 
 

１．作業環境 
２．機具 
３．作業者 

Ⅴ 暑いときの作業  
Ⅵ 重量物の運搬  
土地利用型作物編 
Ⅰ 耕うん・代かき １．ロータリー・ハローの着脱 

２．乗用トラクターの乗り降り 
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Ⅱ 田植え  
Ⅲ コンバイン収穫 
 

１．機械の清掃・整備、道路走行 
２．ほ場の出入り 
３．収穫 

Ⅳ 大規模畑作・野菜作収穫  
果樹・畜産編 
Ⅰ 果樹   
Ⅱ 畜産  １．機械 

２．牛 
 
２．解説書 

１）作成ソフトウェアと配布形態 
解説書は Microsoft® Word® 2010 で作成し、印刷版とＣＤ－ＲＯＭに

収録したファイル版として配布します。 
 
２）内容 

解説書は、それぞれの地域で農作業安全活動を推進する指導者にとって

必要な、農作業安全に関する基本的な情報を幅広く掲載しました。前掲の

素材集は、現場の農業者にわかりやすく伝えるため、写真やイラストを中

心にしていますが、その背景を理解するための解説書として活用いただく

ことを念頭に置きました。具体的なコンテンツを表２に示します。 
 

表２ リスクカルテ解説書のコンテンツ 

１．農作業事故の現状 １）農作業事故調査結果 
２）農作業事故の損失 

２．典型的な事故事例 １）農業機械による事故事例（乗用トラクター） 
２）農業機械による事故事例（刈払機） 
３）農業機械以外による事故事例（脚立、ハシゴ） 

３．農作業安全活動の進め方 １）農業生産工程管理（ＧＡＰ）と農作業安全 
２）環境・機械に係わる安全活動の進め方 
３）人に係わる安全活動の進め方 

４．農作業安全活動のヒント １）機械・機具に係わる安全活動のヒント 
２）人に係わる安全活動のヒント 
３）事故に係わる安全活動のヒント 

５．参考資料 １）農作業安全のための指針 
２）役に立つ資料、ホームページ 
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３．利用の手引き（本稿） 
農作業安全リスクカルテ全般についての説明とリスクカルテを用いた効率

的な資料・パンフレット等の作成方法について解説します。 
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Ⅱ リスクカルテの活用方法 

１．ＣＤ－ＲＯＭのファイル構成について 
素材集に添付されているＣＤ－ＲＯＭの中には、現地講習等で使用する資

料を作成できるよう、「リスクカルテ素材集」、「リスクカルテ解説書」、「リス

クカルテの手引き」フォルダーがあり、それぞれ項目ごとにファイルを収録

しています。具体的なファイル構成を表３に示します。 
 

表３ リスクカルテＣＤ－ＲＯＭファイル一覧 

リスクカルテ素材集 

素材集 00 表紙表裏 
01 目次－共通編表裏 
02 Ⅰ 乗用トラクター 
03 Ⅱ 刈払機作業 
04 Ⅲ 歩行用トラクター 
05 Ⅳ 高所作業 
06 Ⅴ 暑いときの作業 
07 Ⅵ 重量物の運搬 
08 土地利用型作物編－目次表裏 
09 Ⅰ 耕うん・代かき 
10 Ⅱ 田植え 
11 Ⅲ コンバイン収穫 
12 Ⅳ 大規模畑作・野菜作収穫 
13 果樹・畜産編－目次表裏 
14 Ⅰ 果樹 
15 Ⅱ 畜産 

チェックリスト 共通編 

土地利用型作物編 

果樹・畜産編 

リスクカルテ解説書 

リスクカルテ解説書 

リスクカルテ利用の手引き 

2016 年農作業安全ポスターデザインコンテスト（入選２２作品） 
個人指導用資料 個人指導用資料例（果樹） 

安全啓発パンフレット Ａ４ひな形（スライド２・６枚） 

Ａ３ひな形（スライド６枚） 

Ａ４自由編集ひな形 
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２．安全講習会資料の作成 
素材集は基本的に、チェックリスト、事故事例、改善のポイントで構成さ

れ、一つのチェック項目について基本的に２枚のスライドで作成しています。 
ここではプレゼン資料を作成する例を紹介します。実際の場面では、安全

講習会で使用するテキストやプレゼン資料は、それぞれの講師オリジナルな

内容にアレンジして作成してください。 
 
１）素材集を組み合わせて資料を作成する方法例（もっとも簡単な方法） 
（１）目的 

乗用トラクターに関する安全講習会資料で、①危険マップの作成、②

安全キャブフレームを装着したトラクターの利用推進、③安全な作業機

の着脱、に焦点を絞ったものとする。 
（２）使用する素材 

① 「リスクカルテ素材集－素材集」フォルダー内「02 Ⅰ 乗用トラクタ

ー」のファイル 
② 「リスクカルテ素材集－素材集」フォルダー内「09 Ⅰ 耕うん・代か

き」のファイル 
（３）作成方法 

① 新しいパワーポイントファイルを作成し、タイトルスライドを作りま

す。 
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② 「02 Ⅰ 乗用トラクター」のスライドをコピーして、タイトルスライ

ドの後に貼り付けます。（スライド番号１～10、13～16） 
貼り付けるとき、「元の書式を保持」して貼り付けると、背景色やフォ

ントの色などをそのままコピーできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「09 Ⅰ 耕うん・代かき」のスライドを②に続けて貼り付ける。（スラ

イド番号 89～96） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 講習時間、地域特性を考慮して、スライドの一部を削除する。 
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⑤ 項目のナンバリング、スライド番号を修正する。 
⑥ 別途タイトルを付けてパソコンに保存する。 

 
２）オリジナルな資料を作成する方法 

素材集をアレンジして、講師オリジナルの講習会資料やパワーポイント

を作成する事が可能です。 
素材集のパワーポイントに、講習に合わせたデータや資料の追加、既存

のチェックリストに項目を追加することや、新たな項目で「チェックリス

ト」、「事故事例」、「改善のポイント」のスライドを作成することもできま

す。 
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３．個別指導のための資料作成 
安全啓発活動のために、個別に生産者を巡回することも多いと思います。

その時に手渡すパンフレットなどの資料は、生産者の経営形態に合わせた内

容にすることによって、訴求力も高まると期待されます。 
 ここでは、果樹の生産者向けの資料を作成する例を紹介します。短時間に

効果的に伝えるために、項目を絞った内容で作成してみます。 
 
１）ひな形を利用して資料を作成する方法例 
（１）目的 

果樹生産者向けの安全啓発指導資料、スピードスプレーヤ、高所作業

に焦点を絞ったものとする。 
（２）使用する素材 

① 「リスクカルテ利用の手引き－個人指導用資料」フォルダー内「個人

指導用資料例（果樹）」のファイル（ひな形） 
※１枚目に「チェックリスト」を、２枚目に「改善のポイント」スラ

イドを貼り付けた構成になっています。 
② 「リスクカルテ素材集－チェックリスト」フォルダー内「共通編」、「果

樹・畜産編」のファイル 
③ 「リスクカルテ素材集－素材集」フォルダー内「14 Ⅰ 果樹」、「リス

クカルテ素材集－素材集－05 Ⅳ 高所作業」のファイル 
（３）１枚目の作成方法 

① ひな形では、素材集のチ

ェックリストを組み合わ

せて使用しています。具

体的には、果樹・畜産編

「14 Ⅰ 果樹」のスライ

ド番号 146、共通編「05 
Ⅳ 高所作業」のスライド

番号 64、68、74 です。  
  

農作業を安全に行うために（○○果樹園）

○○県△△市××地区 普及指導センター

これから防除作業や摘葉・摘果作業でとても忙しくなります。農作業事故では、慣れ
からくる油断も大きな要因の一つとなります。忙しくなる前に、今一度安全な作業のた
めに、ご自分の作業環境、機械や器具、作業方法などについて確認してください。

１．スピードスプレーヤ（ＳＳ）

そうだ ちがう

移動・作
業経路

園内の作業路の樹木の被さり、旋回場所
などの園内環境にかかわるチェックがされ
ている。

機械作業
ＳＳによる作業の危険と機械の特性を熟知
している。

２．高所作業

そうだ ちがう
脚立を安定して設置できる広さがある。
脚立が不安定になる場所では、同僚に脚
立を支えてもらう。
脚立周囲に、昇り降り時に邪魔になった
り、転倒したときに危険な、側溝や、崖や
石などがない。

使用方法 開脚防止チェーンを掛けて使う。
脚立に昇る前に、脚立の安定性、周囲に
危険物がないことを確認。
最初に、最下段に乗り安定性を確認。
天板に乗って作業はしない。
身を乗り出して作業することはない。
昇り降り時には、重いものを持たない。

作業場所

確認

作業方法

事項 チェック内容
チェック欄 対策

優先

事項 チェック内容
チェック欄 対策

優先
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② チェックリストは、編集が容易にできるように Microsoft® Excel® 
2010 で作成したファイルが「リスクカルテ素材集－チェックリスト」

フォルダーに収録してあります。これらを加工して、スライドに貼り

付けると、比較的簡単にオリジナルのチェックリストを作成できます。 
③ 構成は自由に考えてください。 

（４）２枚目の作成方法 
① ひな形には、果樹・畜産編「14 Ⅰ 果樹」のスライド番号 148、共通

編「05 Ⅳ 高所作業」のスライド番号 66、70、76、78 を選択してい

ます。 
素材集から、１枚目で作成したチェックリストに関連するスライド

を選択してパソコンの適当な場所に保存します。（P15【参考】を参照） 
② 保存したスライドを紙面に見栄えよく貼り付けます。ドラッグ＆ドロ

ップでも、コピー＆ペーストでも簡単に貼り付けることができます。 
③ 構成は自由に考えてください。 

 
  

《改善のポイント》
石、窪みなど、地面が平らでない場合も多いので、確実に脚立を
設置できる場所を確保し、転倒したときに危険となるものがないか
も確認します。

66

脚立を安定して設置できる広さがある。✔

脚立が不安定になる場所では、同僚に支えてもらう。✔

148

《改善のポイント》
枝下の頭をよけてのＳＳ走行作業は大変危険です。予めリスクを
チェックして作業を実施します。

《追加のポイント》
キャビン付きのＳＳで、農薬被曝や
枝との接触を軽減できます。

園内の作業路の樹木の被さり、旋回場所などの園内
環境にかかわるチェックがされている。

✔

《改善のポイント》
作業前に開脚防止チェーンを確認します。脚立での高所作業を安
全に行うために、基本をマスターしましょう。

70

開脚防止チェーンを掛けて使う。✔

（一社）軽金属製品協会HPより

《改善のポイント》
①脚立に上る前に、脚立最下段をトントンと踏み込むようにして、
脚立が安定して設置されているかを確認する。

②脚の長さを調整できる脚立も積極的に活用する。

76

脚立に上る前に、脚立の安定性、周囲に危険物がな
いことを確認する。

✔

最初に、最下段に乗り安定性を確認する。✔

農林水産省農作業安
全研修資料「脚立の事
故」より

《改善のポイント》
天板に乗る、身を乗り出す、重いものを持つなど、不安定な姿勢で
の高所作業は厳禁です。また、70cmを超える高さで作業するとき
は、ヘルメットを着用します。

78

《追加のポイント》
警告・注意ラベル
を貼付します。

天板に乗って作業はしない。✔

身を乗り出して作業はしない。✔

上り下り時には、重いものを持たない。✔

左・中央の図は農林水産省農作業安全研修資料「脚立の事故」より
右の図は（一社）日本農村医学会編「こうして起こった農作業事故」（№Ⅳ）p13より



11 
 

４．安全啓発パンフレットの作成 
例えば、全国農作業安全確認運動などに際して、地域ごとにＡ４表裏のパ

ンフレットを作成することも多いと思います。素材集を利用すれば、比較的

簡単に作成することができるので、以下に作成方法を紹介します。 
例として、平成 29 年度春の農作業安全運動用パンフレットを作成してみま

す。 
 

１）スライドをそのまま利用して作成する方法例 
（１）目的 
  春の農作業安全運動で、死亡事故の多い乗用トラクターの安全啓発のた

めのパンフレットを作成する。 
（２）使用する素材 
① 「リスクカルテ利用の手引き－安全啓発パンフレット」フォルダー内「Ａ

４ひな形（スライド２・６枚）」のファイル（ひな形） 
② 「リスクカルテ素材集－素材集」フォルダー内「02 Ⅰ 乗用トラクター」

のファイル 
（３）表面の作成 
① ひな形では「2016 年農作業安全ポスターデザインコンテスト」の日本農

業新聞賞受賞作品が貼り付けられています。 
 

なお、「2016 年農作業安全

ポスターデザインコンテス

ト」フォルダーの中にはその

他の入選作品を収録されて

いますので、地域や目的にあ

ったポスターを選んで貼り

付けて下さい。もしくは、都

道府県で作成したものや自

作のポスターやイラストを

貼り付けることもできます。 
 

※農作業安全ポスターデザイ

ンコンテストの作品を利用す

る際には、コンテスト名、作

者名等を必ず明記して下さい。

（ひな形参照） 

２０１７春の農作業安全運動
○○県農業機械士協議会

※イラストはH28「農作業安全ポスターデザインコンテスト」日本農業新聞賞（奈良県大村泰久さん）の作品です。
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② ポスターの下に、運動の名称、主体を記入します。 
③ 構成は自由に考えて下さい。 

（４）裏面の作成 
① 例では、スライド６枚使用サンプルは、「素材集－02 Ⅰ 乗用トラクタ

ー」のスライド番号１、14～18 を選択、２枚使用サンプルは「素材集

－02 Ⅰ 乗用トラクター」のスライド番号１、16 を選択しています。 
パンフレットに貼り付けたいスライドを、パソコンの適当な場所に保

存します。（P15【参考】を参照） 
② 保存したスライドを貼り付けます。ドラッグ＆ドロップでも、コピー

＆ペーストでも簡単に貼り付けることができます。 
③ 任意のサイズに調整します。 
④ 残りのスライドも同じやり方で貼り付けます。 
⑤ テキストボックスを挿入し、注意喚起するポイントなどを記入してく

ださい。 
⑥ ご自身でお持ちのデータなどを貼り付けて、組み合わせて作成するこ

とも可能です。 

 
※スライド６枚使用サンプル（左）と スライド２枚使用サンプル（右） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

農業では多くの事故が起きていて、死者数は建
設業とほぼ同じです！働いている一人当たりで
は業界最悪レベルです！！

農作業で死なないで！！

平成26年に発生した農作業死亡事故のうち、乗用トラ
クターによる死亡事故が27％を占めています。乗用トラク
ターによる事故の実に8割近くが、ほ場や道路からの転
倒・転落によるものです。

乗用トラクターによる事故の実態

Ⅰ 乗用トラクター

乗用トラクターの死亡原因

転倒・転落
（ほ場内）

51％

転倒・転落
（道路）

28％

1

事項 チェック内容 チェック欄 対策
優先そうだ ちがう

安全キャブ・
フレーム

安全キャブもしくはフレーム付きのトラク
ターを使用している。

尾灯 作業機を付けても、後方から見える位置
に尾灯がある。

反射板 トラクターの作業機に邪魔されない位置
や、作業機に反射板がついている。

トラクターの
設定

作業終了後は、ほ場を出る前にブレーキ
を連結する。

２．車両の評価（農業機械）

Ⅰ トラクターの道路走行

13

安全キャブやフレーム付きのトラクターを使用してい
る。

《事故事例》安全キャブ・フ
レーム、片手運転（重傷）

3.3m幅の農道を片手運転
で走行中操作を誤り、左側
の用水路（幅145cm、深さ
158cm）に転落。骨盤骨折、
右大腿部にヒビ、右手第３
指挫傷。
（平成25年4月午前10時30
分頃、男性・57歳）

≪なぜ≫乗用トラクターは重心が高く、転倒しやすい機械です。大
型化が進んでいるため、狭い農道や急な坂道での転倒の危険は
増しています。

✔

14

作業機を付けても、後方から見える位置に尾灯や反
射板がある。

《事故事例》公道走行、日
没後、交通量（死亡）

肥料散布機で施肥作業終
了後、国道を走行中、後方
から乗用車に追突され、は
じき飛ばされ側溝に転倒し、
下敷きとなり死亡。
（平成26年4月午後6時50分
頃、日没30分後男性・70歳
頃）

≪なぜ≫日没後や日の出前は、道路走行時の視認性が悪くなり、
低速で走っているトラクターに自動車の運転手が気付くのに遅れ
が生じ、事故につながる可能性が高くなります。

✔

16

《改善のポイント》
農作業事故の現状を知り、積極的な対策を講じましょう。安全

キャブ・フレームの効果を高めるため、シートベルトの着用を！

安全キャブやフレーム付きのトラクターを使用してい
る。

✔

15

《改善のポイント》
①ほ場間移動は、極力視認性の良い日中に行うようにします。
②やむを得ず日没後や日の出前に走行する場合に備え、作業機
につけても見える位置に低速車マークを貼付しましょう。

③反射板を作業機や車幅がわかる位置に貼付しましょう。

《改善事例》
【方法】夜間の衝突回避のため、乗用ト
ラクター、作業機に低速車マーク、反射
シール（黄色）を張り付けた。

作業機を付けても、後方から見える位置に尾灯や反
射板がある。

✔

17

農業では多くの事故が起きていて、死者数は建
設業とほぼ同じです！働いている一人当たりで
は業界最悪レベルです！！

農作業で死なないで！！

平成26年に発生した農作業死亡事故のうち、乗用トラ
クターによる死亡事故が27％を占めています。乗用トラク
ターによる事故の実に8割近くが、ほ場や道路からの転
倒・転落によるものです。

乗用トラクターによる事故の実態

Ⅰ 乗用トラクター

乗用トラクターの死亡原因

転倒・転落
（ほ場内）

51％

転倒・転落
（道路）

28％

1

《改善のポイント》
農作業事故の現状を知り、積極的な対策を講じましょう。安全

キャブ・フレームの効果を高めるため、シートベルトの着用を！

安全キャブやフレーム付きのトラクターを使用してい
る。

✔

15
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２）スライドのコンテンツ（イラスト、写真、テキスト）を組み合わせて使

用する方法例 
（１）目的 

 春の農作業安全運動で、死亡事故の多い乗用トラクターの安全啓発の

ためのパンフレットを作成する。 
（２）使用する素材 

① 「リスクカルテ利用の手引き－安全啓発パンフレット」の「Ａ４自由

編集ひな形」 
② 「リスクカルテ素材集－素材集」フォルダー内の「02 Ⅰ 乗用トラク

ター」のファイル 
（３）表面の作成 

P11（「４．安全啓発パンフレットの作成－１）スライドをそのまま利

用して作成する方法例）を参考に表面を作成します。 
 

 
※農作業安全ポスターデザインコンテストの作品を利用する際には、コン

テスト名、作者名等を必ず明記して下さい。（ひな形参照） 
 

  

２０１７春の農作業安全運動
○○県農業機械士協議会

※イラストはH28「農作業安全ポスターデザインコンテスト」日本農業新聞賞（奈良県大村泰久さん）の作品です。
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（４）裏面の作成 
① ひな形のスライドの背景色を貼り付ける素材に合わせて変更します。 
② 例では、「素材集－02 Ⅰ 乗用トラクター」のスライド番号１、16、22

を選択しています。 
素材集の各フォルダーから使用したいスライドを選び、スライドのコ

ンテンツをコピーして貼り付け、任意のサイズに調整します。 
③ コンテンツの配置やサイズ、色、文字のフォントを調整して、見栄え

よくします。 
④ テキストボックスを挿入し、注意喚起するポイントなどを記入したり、

ご自身でお持ちのデータなどを貼り付けたり、自由に組み合わせて作

成することも可能です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

農作業で死なないで！！
農業では多くの事故が起きていて、死者数は建設業とほぼ同じで
す！働いている一人当たりでは業界最悪レベルです！！

表紙はH28「農作業安全ポスターデザインコンテスト」日本農業新聞賞［奈良県大村泰久さん）の作品です。

農作業で死なないで！！
農業では多くの事故が起きていて、死者数は建設業とほぼ同じで
す！働いている一人当たりでは業界最悪レベルです！！

表紙はH28「農作業安全ポスターデザインコンテスト」日本農業新聞賞［奈良県大村泰久さん）の作品です。

平成26年に発生した農作業死亡事故のうち、乗用トラクターによる死亡事故が
27％を占めています。そのうち８割近くが、ほ場や道路からの転倒・転落による。

乗用トラクターの死亡原因

転倒・転落
（ほ場内）

51％

転倒・転落
（道路）
28％

乗用トラクターによる事故の実態

《改善のポイント》
①安全キャブ・フレームの効果を高めるため、シートベルトやヘルメットの着用を！
②可倒式２柱フレームの場合、施設以外では適正な位置に立てて使用します。

安全キャブやフレーム付きのトラクターを使用している✔

《改善のポイント》
取扱説明書や販売店の説明などで、自
動車とは異なるトラクターの特性を知り、
安全で効率的な運転・操作を身につける。

《追加のポイント》
①新型のトラクターには片ブレーキ防

止装置が装備。
②ブレーキの遊びの調整を！

普段は連結さ
れ、必要な時
にだけ連結を
解除して片ブ
レーキとなる
装置。

作業終了後、ほ場を出る前にブレーキ連結を確認している✔

農作業で死なないで！！
農業では多くの事故が起きていて、死者数は建設業とほぼ同じで
す！働いている一人当たりでは業界最悪レベルです！！

表紙はH28「農作業安全ポスターデザインコンテスト」日本農業新聞賞［奈良県大村泰久さん）の作品です。

乗用トラクターの死亡原因

転倒・転落
（ほ場内）

51％
転倒・転落
（道路）

28％

乗用トラクターによる事故の実態

平成26年に発生した農作業死亡事

故のうち、乗用トラクターによる死亡
事故が27％を占めています。乗用ト
ラクターによる事故の実に8割近くが、

ほ場や道路からの転倒・転落による
ものです。

安全キャブもしくはフレーム付きの乗用トラクターを使用している。

《改善のポイント》
農作業事故の現状を知り、積極的な対策を講じましょう。
安全キャブ・フレームの効果を高めるため、シートベルトの着用を！

《改善のポイント》
取扱説明書や販売店の説明などで、自動

車とは異なるトラクターの特性を知り、安全で
効率的な運転・操作を身につけましょう。

作業終了後、ほ場を出る前にブレーキ連結を確認している。

《追加のポイント》
①新型のトラクターには片ブレー

キ防止装置が装備
②ブレーキの遊びの調整を！

常時は連結され、必要な時にだけ連結
を解除して片ブレーキとなる装置

①コンテンツがない、ス

ライド（Ａ４自由編集ひ

な形）を準備し、背景色

変更します。 

②素材集のスライドから

必要なコンテンツを選

び、コピー＆ペーストで

貼り付けます。このとき、

大きさを適宜調整しま

す。 

③コンテンツを見栄えよ

く配置します。テキスト

のフォント、大きさ、色

をそろえるようにしま

す。 
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【参考】パワーポイントのスライドを高画質で保存する方法 

１．素材集の中から必要なファイルを開き、保存したいスライドを選択。 

 
２．「ファイル」－「名前を付けて保存」を選択。 

  
３．「ファイルの種類」から「拡張 Windows メタファイル」を選択。 
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４．ファイル名を新たに付けて「保存」を押します。 
５．「現在のスライド」を選択。 

 
 

以上の操作で、指定したフォルダーに、Windows®の標準ツール「ペイン

ト」で読み込める形式でスライド１枚が保存されます。 
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Ⅲ 出典 

 
リスクカルテ作成に当たり、事故統計に基づく形態分類及び事故事例は、平

成２３～２６年度の農林水産省補助事業で実施された「農作業事故の対面調査」

に関する報告書（一般社団法人日本農村医学会）から引用しました。また、改

善ポイント、追加のポイントで使用したイラスト等は、農林水産省が作成した

パンフレット及び一般社団法人日本農業機械化協会の農作業安全にかかわるパ

ンフレットから引用しました。さらに改善事例に関しては、農研機構 農業技術

革新工学研究センター（元 生研センター）が発行している「農作業の安全・快

適性向上に向けた改善事例集Ⅰ～Ⅳ」から引用しました。農作業事故の統計資

料については、農林水産省のホームページから引用しました。農作業安全活動

の進め方及びヒントに関しては、農研機構 農業技術革新工学研究センターの

「農作業保安指導員の手引き」（未定稿）に基づき、内容を一部手直しして編集

しました。 
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Ⅳ 平成２８年度農作業安全総合対策推進事業 

啓発資材・リスクカルテ制作検討委員会委員名簿 

 

 
（五十音順 敬称略） 

 浅沼 信治 日本農村医学研究所 

 伊藤 一栄 全国農業機械士協議会 

 大浦 栄次 富山県農村医学研究所 

 大山 昭久 全国社会保険労務士会連合会 

 岡本 英裕 鳥取県農林水産部 

 菊池  豊 農研機構 農業技術革新工学研究センター 

 氣多  正 一般社団法人日本農業機械化協会 

 小林 繁男 一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会 

 佐々木邦臣 中央労働災害防止協会 

 白澤 繁清 鹿児島県農業開発総合センター 

 積   栄 農研機構 農業技術革新工学研究センター 

 早川  至 全国農業協同組合中央会 

 深井  裕 全国共済農業協同組合連合会 

 本山 浩毅 公益社団法人日本農業法人協会 

（座長） 米川 智司 東京大学大学院農学生命科学研究科 
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おわりに 
 
本事業では、はじめて「リスクカルテ」を作成いたしましたが、農作業にお

けるリスクカルテとしては、不足している部分も多く、また、構成等について

も改善の余地があると思います。農業現場で本リスクカルテを活用して農作業

安全啓発活動を進める皆様には、忌憚のないご意見や改善要望等をお寄せくだ

さい。また、将来的には、リスクカルテを活用した資料を共有することを目指

しています。リスクカルテを活用していただくとともに、今後の内容の充実に

ご協力をお願いいたします。 
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